
令和４年度
町職員人事異動
町の予算・主な施策
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24 イベントカレンダー／だっこ

  町公式ホームページ　　　　　　　　　

　新型コロナウイルスなどにより掲載内容に変
更がある場合があります。最新情報は町公式
ホームページをご覧ください。

  町の情報発信　　　　　　　　　　　　

子育て応援アプリ「だっこ」防災アプリ「ライフビジョン」

公式フェイスブック公式ライン

公式インスタグラム公式ツイッター

  人のうごき　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　総人口　　１３，７８２人（－ 19）

　　　　　　　　　男　　　６，６４１人（－　3）

　　　　　　　　　女　　　７，１４１人（－ 16）

　　　　　　　　世帯　　　６，３７４戸（－　2）

※（　）は前月比

令和４年４月　出生者 　　　　　　２人

　　　　　　　死亡者 　　　　　２０人

　　　　　　　最高齢 　　　　１０７歳〔女性１人〕

（令和４年４月 30日現在）

　表紙の写真はクロモジの花です。クロモジはク
スノキ科の落葉低木で、春には葉が開くのと一緒
に黄色い小さな花を咲かせます。クロモジの木は
爽やかな甘い香りが特徴で、和菓子に添えられる
高級楊枝の原料として知られています。

　「やっと出会えまし
た」と町の鳥「オオル
リ」を撮影した廣瀬さ
ん。オオルリはその名
の通り頭部から背中に
かけて宝石のような瑠
璃色をしています。
　運が良ければ、8 倍
から 10 倍程度の双眼
鏡でその姿を見つける
ことができるとのこと。

写真　地域おこし協力隊　廣瀬 友春

4月 13日撮影（柳井原）

4月 24日撮影（内大臣橋）

山
都
町
役
場

新
規
採
用
職
員
紹
介

今
年
４
月
に
採
用
さ
れ
た
13
人
の
新
規
採
用
職
員
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
ご
気
軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

松
まつなが

永　伊
いぶ き

吹
（生涯学習課）

西
にし

　大
やま と

和
（総務課）

松
まつもと

本　涼
りょういち

一
（学校教育課）

出
でぐち

口　貴
たかひろ

啓
（企画政策課）

町
まちなか

中　朱
あか ね

音
（税務住民課）

山
やました

下　湧
ゆうだい

大
（税務住民課）

東
ひがし

　祐
ゆうすけ

介
（福祉課）

堀
ほりかわ

川　聡
さとし

（建設課）

髙
たかもり

森　秀
しゅうへい

平
（農林振興課）

高
たかはし

橋　楓
ふう あ

綾
（福祉課）

中
なかにし

西　佑
ゆう と

斗
（建設課）

白
しらいし

石　照
てるあき

明
（商工観光課）

後
ごとう

藤　枝
え り こ

理子
（健康ほけん課）
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令
和
４
年
４
月
１
日
付
職
員
人
事
異
動

（　
）
内
は
前
職
で
す
。
異
動
が
あ
っ
た
職
員

の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
総
務
課
】

課
長　
　

坂
本　

靖
也 （
議
会
事
務
局
長
）

課
長
補
佐
兼
財
政
係
長

　
　
　
　

山
下　

公
司 

（
財
政
係
長
）

総
務
係
長　

井
手　

徹

（
山
の
都
創
造
課
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
推
進
室
長
）

人
事
給
与
係
長

　
　
　
　

泉　

昌
江 

（
学
校
教
育
課
）

上
益
城
広
域
連
合
派
遣
係
長

　
　
　
　

西
田　

法
生

 

（
清
和
支
所
税
務
住
民
係
長
）

主
事　
　

髙
木　

大
輔 

（
そ
よ
う
病
院
）

主
事　
　

藤
本　

隆
修 

（
企
画
政
策
課
）

主
事　
　

堀　

幸
平 

（
健
康
ほ
け
ん
課
）

主
事　
　

德
永　

里
彩
子 （
生
涯
学
習
課
）

主
事　
　

塩
谷　

理
央 

（
企
画
政
策
課
）

技
師　
　

西　

大
和 

（
新
規
採
用
）

熊
本
県
派
遣
主
事　

　
　
　
　

松
永　

直
也
（
総
務
課
）

【
企
画
政
策
課
】

課
長　
　

北　

貴
友 （
総
務
課
総
務
係
長
）

企
画
係
長　

藤
原　

義
嗣 

（
建
設
課
）

主
査　
　

田
中　

愛 

（
福
祉
課
）

主
事　
　

上
村　

大
地 

（
総
務
課
）

主
事　
　

柴
田　

智
洋 

（
福
祉
課
）

地
域
お
こ
し
支
援
員　

出
口　

貴
啓

 

（
任
期
付
新
規
採
用
）

【
税
務
住
民
課
】

課
長　
　

髙
橋　

尚
孝

 

（
企
画
政
策
課
企
画
係
長
）

課
税
係
長　

堀　

裕
介

 

（
会
計
課
会
計
係
長
）

戸
籍
住
民
係
長　

甲
斐　

尚
子

 

（
環
境
水
道
課
経
理
係
長
）

主
査　
　

穴
見　

康
弘 

（
学
校
教
育
課
）

主
事　
　

町
中　

朱
音 

（
新
規
採
用
）

主
事　
　

山
下　

湧
大 

（
新
規
採
用
）

【
健
康
ほ
け
ん
課
】

課
長　
　

木
實　

春
美 
（
会
計
課
長
）

主
任
保
健
師　

山
邊　

渚 
（
蘇
陽
支
所
）

主
査　
　

藤
嶋　

大
輔 

（
清
和
支
所
）

主
事　
　

園
田　

莉
央 

（
清
和
支
所
）

主
事　
　

後
藤　

枝
理
子 

（
新
規
採
用
）

【
福
祉
課
】

課
長
補
佐
兼
子
育
て
支
援
施
設
長

　
　
　
　

興
梠　

幸
司

 

（
福
祉
課
福
祉
係
長
）

福
祉
係
長　

佐
藤　

誓
康

 

（
蘇
陽
支
所
健
康
福
祉
係
長
）

山
都
町
職
員
人
事
異
動

主
幹　
　

山
下　

典
子 

（
清
和
支
所
）

主
幹　
　

橋
本　

和
幸 

（
総
務
課
）

主
事　
　

高
橋　

楓
綾 

（
新
規
採
用
）

社
会
福
祉
士　

東　

祐
介 

（
新
規
採
用
）

【
環
境
水
道
課
】

課
長　
　

有
働　

賴
貴

 

（
農
林
振
興
課
林
政
係
長
）

水
道
係
長　

後
藤　

裕
孝 

（
工
務
係
長
）

主
査　
　

井
場　

賢
一
郎 

（
建
設
課
）

主
査　
　

古
閑　

裕
樹 

（
蘇
陽
支
所
）

主
事　
　

大
林　

真
子（
健
康
ほ
け
ん
課
）

【
農
林
振
興
課
】

課
長　
　

松
本　

文
孝

 

（
農
林
振
興
課
農
政
係
長
）

課
長
補
佐
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
兼

有
機
農
業
推
進
室
長

　
　
　
　

飯
星　

俊
文 （
生
涯
学
習
係
長
）

農
政
係
長　

山
本　

博
也

 

（
農
業
委
員
会
農
地
係
長
）

林
政
係
長　

山
邉　

愼
哉

 

（
蘇
陽
支
所
農
林
建
設
水
道
係
長
）

農
村
整
備
係
長

　
　
　
　

阪
本　

洋
一 

（
建
設
課
）

地
籍
調
査
係
長

　
　
　
　

八
本　

幸
史
郎

 
（
地
籍
調
査
課
地
籍
調
査
係
長
）

農
業
委
員
会
農
地
係
長

　
　
　
　

松
永　

康 

（
清
和
支
所
）

主
幹　
　

熊
川　

勇
輝 
（
地
籍
調
査
課
）

主
査　
　

山
本　

保 

（
山
の
都
創
造
課
）

主
事　
　

緒
方　

栄
人（
山
の
都
創
造
課
）

主
事　
　

荒
牧　

恭
弥 

（
蘇
陽
支
所
）

主
事　
　

田
中　

賢
斗 

（
蘇
陽
支
所
）

主
事　
　

髙
森　

秀
平 

（
新
規
採
用
）

参
事　
　

田
上　

る
み
子 （
新
規
再
任
用
）

【
建
設
課
】

課
長　
　

西　

賢

 

（
農
林
振
興
課
農
村
整
備
係
長
）

土
木
係
長　

荒
木　

達
也 

（
建
設
課
）

参
事　
　

河
野　

君
代 

（
新
規
再
任
用
）

主
査　
　

飯
星　

太
英 

（
清
和
支
所
）

主
事　
　

田
中　

健
介 

（
清
和
支
所
）

主
事　
　

髙
橋　

卓
真 

（
蘇
陽
支
所
）

主
事　
　

木
村　

恭
平 

（
蘇
陽
支
所
）

技
師　
　

中
西　

祐
斗 

（
新
規
採
用
）

技
師　
　

堀
川　

聡 （
任
期
付
新
規
採
用
）

【
商
工
観
光
課
】

課
長　
　

藤
原　

章
吉

 

（
山
の
都
創
造
課
長
）

商
工
観
光
係
長

　
　
　
　

藤
川　

秀
一（
山
の
都
創
造
課
）

施
設
整
備
係
長

　
　
　
　

平
野　

新
也（
山
の
都
創
造
課
）

主
査　
　

廣
津　

亮
輔 

（
農
林
振
興
課
）

主
査　
　

山
﨑　

咲 

（
山
の
都
創
造
課
）

主
事　
　

下
田　

理
佐 

（
税
務
住
民
課
）

主
事　
　

井
上　

良
太 

（
蘇
陽
支
所
）

主
事　
　

甲
斐　

義
喜 （
山
の
都
創
造
課
）

技
師　
　

白
石　

照
明

 

（
任
期
付
新
規
採
用
）

【
山
の
都
創
造
課
】

課
長　
　

長
崎　

早
智

 

（
総
務
課
人
事
給
与
係
長
）

審
議
員
兼S

D
G
s

推
進
室
長

　
　
　
　

若
杉　

健
介 

（
県
派
遣
）

山
の
都
づ
く
り
推
進
室
長

　
　
　
　

山
邉　

剛 

（
商
工
観
光
係
長
）

主
査　
　

浜
田　

美
由
紀 （
企
画
政
策
課
）

主
査　
　

上
村　

康
憲 

（
環
境
水
道
課
）

【
清
和
支
所
】

支
所
長　

木
野　

千
春

（
山
の
都
創
造
課
山
の
都
づ
く
り
推
進
室
長
）

地
域
振
興
係
長

　
　
　
　

菊
地　

勝
也

 

（
清
和
支
所
農
林
建
設
水
道
係
長
）

住
民
福
祉
係
長

　
　
　
　

春
木　

優
一

 

（
清
和
支
所
健
康
福
祉
係
長
）

参
事　
　

髙
橋　

季
良 

（
新
規
再
任
用
）

主
幹　
　

荒
木　

規
夫 （
山
の
都
創
造
課
）

【
蘇
陽
支
所
】

支
所
長　

村
上　

敬
治

 

（
建
設
課
土
木
係
長
）

地
域
振
興
係
長

　
　
　
　

伊
田　

隆
信 

（
地
籍
調
査
課
）

住
民
福
祉
係
長

　
　
　
　

玉
目　

知
穂

 

（
税
務
住
民
課
戸
籍
住
民
係
長
）

主
幹　
　

富
田　

昭
男 

（
蘇
陽
支
所
）

主
幹　
　

田
上　

雅
恵
（ 

議
会
事
務
局
）

主
幹　
　

髙
橋　

有
紀 

（
そ
よ
う
病
院
）

主
任
保
健
師

　
　
　
　

後
藤　

美
和 （
健
康
ほ
け
ん
課
）

主
査　
　

田
中　

克
幸 

（
地
籍
調
査
課
）

技
師　
　

山
中　

祐
二 

（
環
境
水
道
課
）

【
会
計
課
】

会
計
管
理
者

　
　
　
　

荒
木　

敏
久 

（
総
務
課
長
）

会
計
係
長　

渡
橋　

佐
織

 

（
上
益
城
広
域
連
合
派
遣
）

主
事　
　

後
藤　

海
優 （
健
康
ほ
け
ん
課
）

【
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課
】

課
長　
　

工
藤　

博
人

 

（
税
務
住
民
課
課
税
係
長
）

主
査　
　

赤
星　

稔 

（
税
務
住
民
課
）

技
師　
　

松
本　

涼
一

 

（
任
期
付
新
規
採
用
）

【
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課
】

生
涯
学
習
係
長

　
　
　
　

浜
田　

聡
史 

（
蘇
陽
支
所
）

参
事　
　

藤
岡　

勇 

（
新
規
再
任
用
）

主
事　
　

松
永　

伊
吹 

（
新
規
採
用
）

【
議
会
事
務
局
】

局
長　
　

嶋
田　

浩
幸 （
学
校
教
育
課
長
）

主
査　
　

田
中　

ひ
と
み 

（
蘇
陽
支
所
）

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

【
そ
よ
う
病
院
】

事
務
長　

飯
星　

和
浩 

（
蘇
陽
支
所
長
）

主
幹　
　

岡
崎　

地
真 

（
蘇
陽
支
所
）

社
会
福
祉
士　

村
上　

愛
（ 

新
規
採
用
）

医
師　
　

小
林　

博 

（
県
派
遣
）

医
師　
　

中
山　

明
香
里 

（
新
規
採
用
）

医
師　
　

船
越　

巳
加 

（
新
規
採
用
）

管
理
栄
養
士　

渓
村　

梓

 

（
診
療
部
栄
養
科
）

【
山
都
み
ら
い
保
育
園
】

園
長　
　

田
上　

明
実 

（
大
川
保
育
園
）

【
大
川
保
育
園
】

園
長　
　

嶋
田　

里
美

 

（
山
都
み
ら
い
保
育
園
）

【
馬
見
原
保
育
園
】

調
理
師　

境　

久
美 

（
蘇
陽
中
学
校
）

【
矢
部
中
学
校
】

調
理
師　

松
本　

寿
江

 

（
任
期
付
新
規
採
用
）

【
蘇
陽
中
学
校
】

調
理
師　

大
塚　

紀
子 

（
中
島
小
学
校
）

【
中
島
小
学
校
】

調
理
師　

佐
藤　

さ
や
か （
矢
部
中
学
校
）

【
退
職
】　

増
田　

公
憲 

（
清
和
支
所
長
）

河
野　

君
代 

（
健
康
ほ
け
ん
課
長
）

藤
原　

千
春 

（
企
画
政
策
課
長
）

田
上　

る
み
子 

（
税
務
住
民
課
長
）

髙
橋　

季
良 

（
環
境
水
道
課
長
）

藤
嶋　

厚
美 
（
そ
よ
う
病
院
事
務
長
）

藤
岡　

勇 
（
地
籍
調
査
課
長
）

山
本　

敏
朗 
（
建
設
課
長
）

藤
原　

ひ
で
子 

（
福
祉
課
主
任
看
護
師
）

玉
目　

博
子 

（
馬
見
原
保
育
園
調
理
師
）

中
崎　

里
恵 

（
農
業
委
員
会
主
幹
）

片
倉　

城
司 

（
農
林
振
興
課
長
）

田
上　

佳
代 

（
建
設
課
主
幹
）

山
下　

充
暁 

（
税
務
住
民
課
主
査
）

中
山　

剛 

（
そ
よ
う
病
院
医
師
）

山
出　

智
仁 

（
蘇
陽
支
所
保
健
師
）

大
塚　

祐
稀
乃 （
そ
よ
う
病
院
管
理
栄
養
士
）

松
本　

萌
葉 

（
学
校
教
育
課
調
理
師
）

【
再
任
用
終
了
】

緒
方　

美
保 

（
福
祉
課
保
育
士
）

東　

誠
也 

（
福
祉
課
参
事
）

橋
本　

由
紀
夫 

（
清
和
支
所
参
事
）

【
任
期
満
了
】

松
本　

涼
一 

（
生
涯
学
習
課
技
師
）

後
藤　

実
穂 

（
農
林
振
興
課
技
師
）

片
岡　

貞
夫 

（
建
設
課
技
師
）
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総
額
１
３
６
億
７
千
万
円
の
令
和
４
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
当
初
予
算
（
６
月
補
正
含
む
）
に

比
べ
６
億
４
千
２
百
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
整
備
事

業
（
総
合
体
育
館
建
設
工
事
）
及
び
道
の
駅
整

備
事
業
の
増
が
主
な
要
因
で
す
。

【
人
づ
く
り
】

　

各
小
中
学
校
へ
の
学
習
支
援
事
業
費
に

６
千
36
万
円
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
教

育
事
業
費
及
び
英
語
教
育
推
進
事
業
費
に
２
千

５
０
０
万
円
計
上
し
ま
し
た
。
通
常
の
学
習
支

援
と
と
も
に
複
式
学
級
や
特
別
学
級
へ
教
諭
補

助
を
配
置
し
ま
す
。
更
に
、
外
国
語
指
導
助
手

の
配
置
に
よ
り
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

矢
部
高
校
応
援
事
業
費
に
６
８
４
万
円
計
上

し
ま
し
た
。
入
学
支
度
金
を
助
成
す
る
と
と
も

に
、
在
校
生
に
は
教
科
書
購
入
な
ど
の
助
成
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　

中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
整
備
事
業
費
と
し
て

総
合
体
育
館
建
設
工
事
及
び
敷
地
内
の
町
道
改

良
工
事
等
に
10
億
１
千
３
８
５
万
円
計
上
し
ま

し
た
。
防
災
拠
点
施
設
の
位
置
付
け
と
と
も
に

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
増
進
活
動
の
拠
点
施

設
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
産
業
づ
く
り
】

　

地
方
創
生
総
合
戦
略
事
業
費
に
２
千
17
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。
山
都
経
営
塾
事
業
、
地
域

し
ご
と
支
援
事
業
や
矢
部
高
校
魅
力
化
支
援
事

業
等
に
取
り
組
み
産
業
振
興
や
移
住
定
住
の
促

進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
事
業
費
に
２
９
３
万

円
計
上
し
ま
し
た
。
農
業
振
興
策
の
一
環
と
し

て
有
機
の
町
づ
く
り
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

【
環
境
づ
く
り
】

　

町
道
改
良
事
業
費
等
に
、
８
億
８
千
８
８
９
万

円
計
上
し
ま
し
た
。
生
活
基
盤
維
持
の
た
め
、

各
地
域
の
町
道
整
備
、
危
険
箇
所
等
の
改
良
・

補
修
工
事
等
を
実
施
し
ま
す
。

【
地
域
づ
く
り
】

　

下
市
地
区
の
町
営
住
宅
整
備
費
と
し
て
、

１
億
８
千
４
７
０
万
円
計
上
し
ま
し
た
。
移
住

希
望
者
へ
の
定
住
化
支
援
と
し
て
、
定
住
支
援

住
環
境
整
備
補
助
金
等
に
１
千
６
８
０
万
円
計

上
し
ま
し
た
。
町
内
の
若
年
層
や
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー

ン
者
等
へ
町
内
で
の
住
宅
建
築
を
促
し
定
住
化

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
規
に
婚
姻
し
た
世

帯
に
対
す
る
住
宅
取
得
、
住
宅
賃
借
及
び
引
越

費
用
の
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
そ
の
他
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
交
付
金

事
業
費
に
１
億
２
千
８
７
４
万
円
計
上
し
ま
し

た
。
感
染
対
策
支
援
事
業
や
観
光
振
興
事
業
に

よ
り
感
染
防
止
を
図
り
な
が
ら
町
内
経
済
対
策

を
実
施
し
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
事
業
費
に
２
千
７
９
９
万
円

計
上
し
ま
し
た
。
有
機
農
業
の
推
進
に
よ
る
町

産
食
材
を
活
用
し
た
食
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
学
校

給
食
へ
の
有
機
米
の
導
入
、
更
に
、
小
中
学
校

児
童
生
徒
へ
の
食
と
農
及
び
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
の

充
実
な
ど
、
総
合
的
な
事
業
展
開
に
よ
り
、
農

林
業
の
活
性
化
、
町
を
支
え
る
担
い
手
、
関
係

人
口
や
移
住
定
住
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
や
農
業
施
設
、
林
業
施
設
、
町

道
や
河
川
に
か
か
る
災
害
復
旧
費
に
９
億
４
千

７
９
６
万
円
計
上
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
主
な
施
策
は
上
記
の
と
お
り
で
す
。

一般会計 一般会計 136136億億77千万円千万円

令和４年度令和４年度 山都町の予算山都町の予算

●特別会計等予算 ●公営企業（法適用）会計予算
会　計　名 歳入・歳出

国民健康保険 2,503,019千円

後期高齢者医療 289,339千円

介護保険 3,057,364千円

国民宿舎 5,287千円

簡易水道 8,722千円

会計名 歳　　　入 歳　　　出

水道事業
375,447千円（収益） 362,202千円（収益）

251,803千円（資本） 346,370千円（資本）

病院事業
1,155,492千円（収益）1,155,492千円（収益）

29,017千円（資本） 62,764千円（資本）

令和４年度　主な施策

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140億

町税
1,175,430
（8.6％）

分担金及び負担金
64,110（0.5％）

人件費
2,085,599
（15.2％）

繰出金
1,133,195
（8.3％）

扶助費
1,488,920
（10.9％）

公債費
902,526
（6.6％）

物件費
1,731,873
（12.7％）

維持補修費
129,890（1.0％）

補助費等
1,966,647
（14.4％）

災害復旧
事業費
969,344
（7.1％）

積立金・貸付金・出資金
309,279（2.2％） 

予備費
30,000
（0.2％）

普通建設
事業費
2,922,727
（21.4％）

歳入の状況
136億7千万円

歳出の状況
（性質別）
136億7千万円

●歳出の状況（目的別） 

使用料及び手数料
100,354（0.7％）

繰入金
619,334（4.5％）

繰越金
100,000（0.7％）

財産収入
17,274（0.1％）

寄附金
150,001（1.1％）

地方交付税
5,500,000
（40.3％）

国庫支出金
2,451,646
（17.9％）

地方譲与税
309,578（2.3％） 

依存財源
11,325,611（82.9％）

自主財源
2,344,389（17.1％）

投資的経費
3,892,071（28.5％）

経常的経費
3,828,410（28.1％）

義務的経費
4,477,045（32.7％） 

その他の経費
1,472,474（10.7％）

各種交付金
361,000（2.6％） 

単位：千円、（　）内は構成比

県支出金
1,460,687
（10.7％）

町債
1,242,700（9.1％）

諸収入
117,886（0.9％）

議会費
93,793（0.7％）  

総務費
1,572,573
（11.5％）

民生費
3,206,378
（23.5％）

衛生費
1,181,655
（8.7％）

農林水産業費
1,221,462
（8.9％）

土木費
1,347,537
（9.9％）

公債費
902,526
（6.6％）

商工費
655,540（4.8％） 消防費

374,685（2.7％）

災害復旧費
947,962（6.9％）

諸支出金
307,119（2.2％）

教育費
1,828,770
（13.4％）

予備費
30,000（0.2％）

単位：千円、（　）内は構成比

【人づくり】【人づくり】
放課後児童クラブ運営委託料……………………………………………………………… 28,124 千円
子育て支援施設運営費（子育て支援センター・病後児保育室） ……………………… 22,115 千円
学習支援事業（複式学級など） …………………………………………………………… 60,361 千円
ＩＣＴ（情報通信技術）教育事業・英語教育推進事業（外国語指導助手） ………… 25,009 千円
矢部高校応援事業（矢部高校進学者助成金など） ………………………………………… 6,841千円
中央グラウンド周辺整備事業（総合体育館建設費など） …………………………… 1,013,858 千円
【産業づくり】【産業づくり】
地方創生総合戦略事業（山の都地域しごと支援事業など） …………………………… 20,179 千円
日本型直接支払事業（中山間地域等直接支払交付金など） ……………………………533,161 千円
農業後継者就農交付金………………………………………………………………………… 2,500千円
有機ＪＡＳ認証補助金………………………………………………………………………… 2,935千円
有害鳥獣捕獲隊助成金・有害獣被害防止対策事業補助金（電気柵） ………………… 90,385 千円
くまもと間伐材利活用推進事業補助金・森林整備事業補助金 ………………………… 56,140 千円
観光施設改修事業（清和郷土料理館・清和高原天文台） ……………………………… 55,062 千円
道の駅整備事業（駐車場整備工事・備品購入費など） …………………………………133,335 千円
【環境づくり】【環境づくり】
道路改良・維持・防災事業（地方創生道整備推進交付金事業など） …………………888,892 千円
【地域づくり】【地域づくり】
下市ＰＦＩ住宅整備事業……………………………………………………………………184,708 千円
自治振興区助成金・独自事業補助金……………………………………………………… 34,521 千円
移住支援金・定住支援住環境整備事業補助金、結婚新生活支援事業補助金、定住支援事業補助金 …… 16,800 千円
【その他】【その他】
新型コロナウイルス対策事業（旅行助成事業、社会福祉施設等感染防止対策支援補助金など） ……128,747 千円
ＳＤＧｓ推進事業（総合学習事業、食のブランド化事業など） ……………………… 27,990 千円
農林水産施設災害復旧事業（農地・農業用施設、林業施設） …………………………399,016 千円
公共土木施設災害復旧事業（町道・河川） ………………………………………………548,946 千円
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Yamatopics やまとの話題やまとの話題

　3月15日、熊本市のホテル熊本テルサにて、「令和3年度
熊本県農業コンクール大会表彰式」が開催されました。
　本町からは2組が受賞され、鳥越靖基さん・鳥越万里子
さん夫妻（金内）が、「新人王部門」にて秀賞とグリーン農
業賞を受賞しました。鳥越さん夫妻は、山都町に移住して
から有機農業を始め、有機農業者で構成される生産者団
体を設立するなどして販路の拡大に取り組んでいます。
また、新規就農者の支援や、㈱山都でしかを立ち上げ、町
おこしに取り組んでいることなどが評価され今回の受賞
につながりました。
　さらに、JAかみましきいちご部会第3支部が、地域貢献
賞を受賞しました。当支部は、山都町での振興品目に位置
づけられているいちごの生産力向上、農家の所得向上を
目指している団体です。経営安定を図った現地検討会や、
圃場の巡回など農家の技術向上を図った取り組みを行っ
ていることなどが評価され、今回の受賞となりました。

熊本県農業コンクールに
本町から2組受賞！

鳥越靖基さん・万里子さん

JAかみましきいちご部会
第3支部長 藤岡正輝さん

　3月25日、町内にある棚田の「菅迫田棚田（菅）」「峰棚田
（島木）」「白糸台地棚田（白糸地区）」が棚田地域振興の積
極的な取組を評価され、農林水産省が主催する「つなぐ棚
田遺産」に認定されました。
　3つの棚田では、棚田オーナー制度や棚田復興ボラン
ティアの募集、江戸時代に築造された歴史ある井手（水
路）の保全など、棚田の維持や都市交流といった様々な棚
田地域の振興に関する取り組みを行っています。

町内の棚田が「つなぐ棚田遺産」に認定

左から白糸第一自治振興会 山村会長、
峰集落中山間協定 黒田代表、菅地域振興会 甲斐会長

　4月5日、「令和3年九州地域未来につながる持続可能な
農業推進コンクール」有機農業・環境保全型農業部門で九
州農政局長賞を受賞された西山幸司さん（長田）が、報告
のため町長を訪問されました。
　西山さんは就農後、有機農業技術の普及と新規就農者
の研修受け入れや若手有機農業者育成などに取組み、そ
の功績が高く評価されました。西山さんは「SDGs未来都
市の山都町の農業者として、持続可能な有機農業の未来
を作って行きたい」と思いを話されました。

持続可能な農業推進コンクール
九州農政局長賞受賞

西山 幸司さん（左）

　4月6日、山都警察署において春の全国交通安全運動山都地区
推進大会が開催されました。大会では子供や高齢者の事故防止
や飲酒運転根絶などの安全運転意識の向上を誓い、パトカーが
先導して街頭活動に出発しました。
　運動期間中（４月６日～15日）は、肥後ハーレー会が町内の各
地を巡り交通安全ハーレーパレードを行い、矢部高校の生徒さ
んが丹精込めて育てた花苗を来訪者に渡し、事故を起こさない
よう安全運転をお願いしました。
　また、山都警察署前の国道218号では、矢部中学校や矢部高校
の生徒さんが、車両の運転手に安全運転を呼びかけ、交通マナー
の向上をお願いしました。

春の全国交通安全運動が実施されました

　3月25日、役場本庁において、山都ライオンズクラブ（武元典雅会長）か
ら町内小・中学校へ図書購入費の贈呈がありました。贈呈に訪れた、同ク
ラブの田辺成一副会長は、「コロナの猛威で学校や子どもたちは大変だと
思う。ぜひ、本をたくさん読んで、大変な時期を乗り切って欲しい」と、井
手教育長に伝えられました。
　山都ライオンズクラブは、これまで献血事業への協力や薬物乱用防止
キャンペーンを実施されるなど長年にわたって地域に密着した奉仕活動
を行われています。

山都ライオンズクラブから学校図書購入費の贈呈

田辺成一副会長（左）と
井手教育長（右）

　3月31日、町長から田中 傑さん（米迫）のご遺族に叙勲が伝
達されました。
　この叙勲は、長年の地方自治功労に対して今上天皇から授
与されるもので、故田中さんは、平成元年9月に蘇陽町議会議
員に初当選以来、平成13年9月まで、通算3期12年に渡り在職
され、議長、議会運営委員会委員長、産業振興常任委員会副委
員長、総務文教常任委員会委員を歴任されるなど、町の進展に
大きく貢献されました。

特別叙勲（旭日單光章）受章

田中 傑さんのご子息 田中 忠さん（左）

　3月23日、日本森林学会大会「第9回高校生ポスター発表」に
て矢部高校林業科学科が最優秀賞を受賞しました。「林業のチ
カラ×ふくしの心 ～山都町の木材を活用した福祉用具の開発
～」と題したポスターは、町の木材を活用した認知症予防パズ
ルの開発・製作過程についてまとめられたもので、林業の活性
化と福祉への貢献に取り組んだことなどが評価されました。同
科3年生の和田遥生さんは「最優秀賞を受賞することができて嬉
しい。今回の受賞で矢部高をアピールできたら」と話しました。

森林学会大会「高校生ポスター発表」最優秀賞

矢部高校林業科学科3年生
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問合せ先　　農林振興課　☎ 72-1136

問合せ先　　企画政策課　☎ 72-1214

　山都町では、新規就農を志す方へ研修の受け入れなど充実した
サポートを行っています。町内の農家や、県・JAなどの専門機
関と連携し実践的な技術を学ぶことができます。
　そんな山都町の取り組みを発信するため、山都町農産物ブラン
ド化推進協議会では PR動画「ＧＩＦＴ　山の都のたからもの」
を製作・公開しました。
　動画では、山都町へUターンで就農した田上貴士さん（城平）、
町外からの移住者で新規就農した鳥越靖基さん（金内）、岸千恵
さん（金内）、上田裕之さん、佳奈さん（鶴ケ田）、山の都地域し
ごとセンターの兼瀬明彦さん（猿渡）が出演されています。

　　　○ YouTube 動画は右のコードから

　　　　アクセスできます。

　町では、住民の主体的なまちづくりを支援する
ため、その事業に要する費用の一部について補助
を行います。
１．補助対象事業
　⑴まちづくり事業
　　①専門家等を招へいして行う講習会など
　　②広く一般の者が参加できる講演会など
　　③地場産品の販路拡大を図る事業
　　④イベント（同一のものは１回限り）など
　⑵研修事業　まちづくりのために住民自らが企
画する研修（同じ者の申請は２回限り）

２．補助金交付対象者
　⑴まちづくり事業　主たる活動の場が町内であ
る構成員５人以上の団体

　⑵研修事業　主たる活動の場が町内である構成
員５人以上の団体および山都町民個人

　※営利を目的とした団体、宗教・政治活動を目
的とした団体、自治振興区などは対象外です。

３．補助対象経費
　⑴まちづくり事業　対象事業に要する経費（事
業者の運営経費・食料費は対象外）

　⑵研修事業　補助要綱に定める規定により算定
した旅費（行程に基づき町で算定）

　※補助対象経費は交付決定後に支払われたものに
限ります。また、他の補助を受けている事業は
その分を除いた額が補助対象経費となります。

４．補助率および補助金額
　⑴まちづくり事業
　　①補助率　４分の３以内（千円未満切捨て）
　　②限度額　５万円以上５０万円まで
　⑵研修事業
　　①補助率　３分の２以内（千円未満切捨て）
　　②限度額　１人あたり１万円以上10万円まで
　　　　　　　（１団体あたり５人まで）
５．申請方法など
　⑴募集期間　６月 30日まで
　⑵申請書提出先　山都町役場　企画政策課
　⑶申請書類　補助金交付申請書
　　　　　　　事業（研修）計画書
　　　　　　　収支予算書（まちづくり事業）
　　　　　　　団体の規約または団体調書
　　　　　　　その他、町が必要と認める書類

山都町新規就農者 PR動画を公開しました

令和４年度 山都町まちづくり事業補助金の事業を募集します

『ＧＩＦＴ　山の都のたからもの』から

Yamatopics やまとの話題やまとの話題
　４月21日、清和小学校で「人権の花」運動の種子伝達式が
行われました。この運動は、子どもたちが協力しながら花
を育てることで、生命の尊さを実感し、優しさと思いやり
の心を育むことを目的とし、法務局により毎年指定された
小学校にて実施されているものです。
　式では、昨年度実施校の益城町立広安小学校から贈られ
た花の種子が山中敏子委員より同校６年生の甲斐将生さ
んに手渡され、片山慎太郎さんが児童を代表して「みんな
で協力して育てます。育てることを通して感謝する心や命
の大切さを考えていきます。」と挨拶しました。

「人権の花」運動 花の種子伝達式

お茶の豊作を祈って 『献茶祭』

地域の隠れた才能を発信 『まみはら寺フェス』

　４月16日、有機の学校ORGANIC SMILE（オーガニック 
スマイル）の開校式が行われました。
　有機の学校ORGANIC SMILEは、高品質多収穫を実現
する「BLOF理論」を基礎理論として、年間108時間、座学と
実践を通して有機栽培技術から農業経営まで学ぶことがで
きる学校です。今年度は町内や県内各地から10名が入校さ
れ、開校式では町の先輩農家の講義や校歌の披露がありま
した。
　入校生からは「栄養価の高い野菜づくりを勉強したい」
「有機栽培を利用したパンを作りたい」「勉強して独立でき
るようになりたい」など、一人ひとり目標を話されました。

有機の学校ORGANIC SMILE（オーガニック スマイル）開校式

ORGANIC SMILE校歌披露

児童代表生徒と人権擁護委員のみなさん

　５月２日、小一領神社にて山都町茶振興会による献茶祭
が開催されました。町産の新茶を奉納し、産地茶の豊作と全
国茶品評会上位入賞を祈願しました。
　今年は、冬場が寒く、最初の生育は少し遅かったものの、
基本的には天候に恵まれ、品質の良いお茶が生産できると
期待されるとのことです。
　中村賢一会長は挨拶で「今日は八十八夜です。生産者は一
年をかけてこの日を迎えました。町民の皆さんも町産のお
茶を飲んでいただき非常に感謝しています。」と話しました。

　４月29日、龍専寺にて「まみはら寺フェス」が開催されました。
　これは、地域の人の作品を皆に知ってもらおうと、馬見原中卒業
生有志が主催し、町出身の画家 秋本八千代さんの作品や、世界陸上
日本代表を務めた森下由輝さんの受賞記念グッズ、地域住民による
工芸品などの展示が行われました。
　作品を展示された秋本さんは「皆に見ていただくことができて幸
せ」と笑顔で話していました。

山都町茶振興会、各関係機関のみなさん

秋本八千代さんの作品
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Yamato　Information まちからのお知らせ
相　

談

年
金
相
談

　

希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
６
月
10
日　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

中
央
公
民
館

問
合　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
６

－

３
６
７

－

２
５
０
３

　
【
音
声
案
内
①
↓
②
を
押
し
、
山
都
町
年
金

相
談
予
約
と
お
申
し
出
く
だ
さ
い
】

問
合　

健
康
ほ
け
ん
課 

☎
72

－

１
２
９
５

認
知
症
相
談

　

認
知
症
の
医
療
や
介
護
の
方
法
な
ど
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日
時　
５
月
24
日　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場
所　

役
場　

相
談
室

対
象　

認
知
症
に
関
す
る
い
ろ
ん
な
事
柄
に
つ

い
て
知
り
た
い
人
ま
た
は
悩
み
を
抱
え
て
い

る
人

相
談
方
法　

電
話
ま
た
は
面
接
（
面
接
に
つ

い
て
は
事
前
に
予
約
く
だ
さ
い
）

問
合　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

☎
72

－

１
６
７
７

行
政
相
談

　

行
政
に
対
す
る
意
見
・
ご
要
望
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
１
日　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

中
央
公
民
館
、
役
場
各
支
所

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
・
中
止
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
防
災
無
線
お
よ
び
問
合

せ
先
へ
確
認
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合　

総
務
課 

☎
72

－

１
１
１
１

６
月
「
無
料
人
権
相
談
所
」

　

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
「
無
料
人
権
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。
人
権
問
題
や
そ
の
他

い
ろ
い
ろ
な
悩
み
事
や
心
配
事
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
時　
６
月
１
日
、
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

開
催
場
所
・
相
談
委
員　

〇
矢
部
地
区　

中
央
公
民
館

　
　

 

渡
邊
加
代
子
・
井
上
里
己
・
山
中
敏
子

〇
清
和
地
区　

清
和
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

 

下
田
俊
朗
・
佐
藤　

章

〇
蘇
陽
地
区　

蘇
陽
支
所

　
　
　

 
小
屋
迫
厚
文
・
田
中
裕
子

問
合　

人
権
セ
ン
タ
ー 

☎
72

－

２
０
３
１

助
成
・
支
援

有
機
農
業
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
に
係
る
経

費
を
補
助

　

町
で
は
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
の
定
着
と
取

得
拡
大
を
図
り
、
安
心
安
全
の
農
業
を
推
進

す
る
た
め
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
に
係
る
経
費

を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
令
和
4
年
度

に
新
規
ま
た
は
継
続
し
て
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
認

定
を
受
け
た
方

交
付
額　

新
規
取
得
者
：
10
／
10

　
　
　
　

継
続
者
：
８
／
10

対
象
経
費　

・
認
定
機
関
に
お
け
る
有
機
農
産
物
（
生
産

行
程
管
理
者
）
の
認
証
に
係
る
経
費

・
認
定
事
業
者
の
年
次
調
査
結
果
の
判
定
に

係
る
経
費

提
出
書
類

・
補
助
金
交
付
申
請
書
お
よ
び
実
績
報
告
書

・
補
助
金
請
求
書

・
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
認
定
証
又
は
年
次
調
査
結

果
の
証
明
書
の
写
し

・
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
受
け
て
い
る
ほ
場
の

一
覧
が
わ
か
る
書
類
の
写
し

・
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
申
請
料
等
の
領
収
書
の

写
し
※
明
細
が
わ
か
る
請
求
書
を
添
付

・
振
込
先
口
座
が
確
認
で
き
る
も
の
の
写
し

　

農
薬
や
化
学
肥
料
に
頼

ら
な
い
で
、
自
然
界
の
力

で
生
産
さ
れ
た
安
心
・
安

全
な
食
品
を
表
し
て
お
り
、

認
証
を
受
け
た
事
業
者
の

み
が
使
用
で
き
ま
す
。

問
合　

農
林
振
興
課 

☎
72

－

１
１
３
６

農
業
者
就
農
交
付
金

　

町
内
に
お
い
て
、
農
業
後
継
者
が
親
元
で

就
農
す
る
場
合
、
ま
た
は
新
規
参
入
者
が
新

た
に
農
業
経
営
を
開
始
す
る
場
合
、
就
農
時

1
回
に
限
り
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
者

・
山
都
町
に
住
民
票
が
あ
る
者

・
就
農
日
に
お
け
る
年
齢
が
45
歳
未
満
で
あ

る
者

・
農
業
後
継
者
（
継
承
予
定
者
）
ま
た
は
農

業
経
営
者

・
平
成
31
年
４
月
以
降
に
就
農
し
た
者

・
国
が
行
う
『
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金

（
経
営
開
始
型
）』
の
未
交
付
者

交
付
要
件

・
認
定
新
規
就
農
者
ま
た
は
認
定
農
業
者
（
共

同
申
請
を
含
む
）
で
あ
る
こ
と

※
認
定
農
業
者
（
共
同
申
請
）
…
家
族
農
業

経
営
に
携
わ
る
世
帯
員
が
経
営
方
針
や
役
割

分
担
な
ど
を
取
り
決
め
る
「
家
族
経
営
協

定
」
に
基
づ
き
、
認
定
農
業
者
の
申
請
を
経

営
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
共
同
で
行
う
こ
と
。

・
税
申
告
が
青
色
申
告
の
経
営
体
で
あ
る
こ
と

・
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
経
営
体
で
あ
る

こ
と

・
交
付
後
、
３
年
度
間
は
農
業
に
従
事
す
る

こ
と

交
付
額　

50
万
円
を一括
交
付
す
る
（
夫
婦
や

兄
弟
で
就
農
す
る
場
合
は
70
万
円
）

※
就
農
時
1
回
に
限
る
。

※
１
経
営
体
あ
た
り
の
上
限
は
70
万
円
と
す

る
。

申
込
期
限　
７
月
20
日

問
合　

農
林
振
興
課 

☎
72

－

１
１
３
６

介
護
資
格
取
得
に
係
る
研
修
費
用

の
補
助

　

町
で
は
、
介
護
人
材
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
、
町
内
の
介
護
事
業
所

で
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
仕
事
を
す
る

た
め
に
資
格
を
取
得
す
る
方
に
対
し
、
研
修

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

対
象
と
な
る
研
修　

①
介
護
職
員
初
任
者
研
修

②
生
活
援
助
従
事
者
研
修

対
象
者　

①
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
②
町

税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
③
研
修
修
了
後
１
年

以
内
に
、
町
内
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
に

就
職
し
て
い
る　

な
ど

補
助
金
額　

研
修
受
講
料
と
教
材
費
の
合
計

額
に
１
／
２
を
乗
じ
た
額
で
、
上
限
２
５
，

０
０
０
円

提
出
書
類　

①
受
講
料
の
領
収
書
等
②
修
了

証
の
写
し
③
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
証
明
書

④
就
業
証
明
書

問
合　

福
祉
課 

☎
72

－

１
２
２
９

熊
本
県
事
業
復
活
お
う
え
ん
給
付

金
に
つ
い
て

　

熊
本
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
を
受
け
た
県
内
事
業
者
を
支
援
す
る
た

め
、
国
の
「
事
業
復
活
支
援
金
」
を
受
給
さ

れ
た
県
内
事
業
者
へ
の
上
乗
せ
給
付
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

申
請
期
限　
７
月
31
日

給
付
対
象　

①
と
②
を
満
た
す
中
小
法
人
等
・

個
人
事
業
者
等
が
給
付
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
熊
本
県
内
に
店
舗
や
事
業
所
等
を
有
す
る
事

業
者

②
国
の
「
事
業
復
活
支
援
金
」
を
受
給
さ
れ

た
事
業
者

給
付
額　

国
の
「
事
業
復
活
支
援
金
」
給
付

金
額
×
２
／
５

　

中
小
法
人
等　
　

最
大　

40
万
円

　

個
人
事
業
者
等　

最
大　

20
万
円

電
子
申
請

　
「
熊
本
県　

お
う
え
ん
給
付
金
」
を
検
索

　

https://w
w
w
.pref.kum

am
oto.jp/

soshiki/61/126575.htm
l

問
合　

熊
本
県
事
業
復
活
お
う
え
ん
給
付
金

事
務
局 

☎
０
９
６

－

３
１
２

－

３
７
７
７

※
国
の
「
事
業
復
活
支
援
金
」
に
つ
い
て
は
、

申
請
期
限
が
５
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

老
人
ク
ラ
ブ
の
愛
称
を
「
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
」
に
決
定
し
ま
し
た

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
65
歳
以
上
の
方
々
が
地

域
の
美
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
え
ご
ま
・

野
菜
づ
く
り
な
ど
精
力
的
な
活
動
を
し
て
い

る
団
体
で
す
。

　

こ
の
度
、
み
な
さ
ん
に
親
し
み
や
愛
着
を

も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
愛
称
を
「
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
」と
し
、活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
愛
称
は
応
募
総

数
42
点
の
中
か
ら
採
用
さ
れ
ま
し
た
。「
シ
ニ

ア
」
と
は
、
年
長
者
・
先
輩
・
上
級
生
と
い

う
意
味
し
、
幅
広
い
年
代
の
方
に
参
加
、
活

躍
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
い
、
こ
の
愛

称
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

あ
な
た
も
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て
、

仲
間
と
と
も
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
加
入
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
合

せ
先
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合　

福
祉
課 

☎
72

－

１
２
２
９

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

 

☎
72

－

１
７
２
２

自
動
車
税
種
別
割

　

自
動
車
税
種
別
割
の
納
付
は
５
月
31
日
ま

で
で
す
。

　

４
月
１
日
現
在
で
自
動
車
を
所
有
し
て
い

る
方
へ
自
動
車
税
種
別
割
の
納
税
通
知
書
を

５
月
初
め
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
納
期
限

の
５
月
31
日
ま
で
に
お
近
く
の
金
融
機
関
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
熊
本
県
の
各
広

域
本
部
、
各
地
域
振
興
局
、
自
動
車
税
事
務

所
で
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
を

利
用
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
電
子
マ

ネ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
よ

る
納
付
も
可
能
で
す
。

※
２
０
１
９
年
10
月
１
日
よ
り
、「
自
動
車
税
」

は
「
自
動
車
税
種
別
割
」
に
名
称
が
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

問
合　

熊
本
県
県
央
広
域
本
部　

収
税
第
一

課
・
収
税
第
二
課

 

☎
０
９
６

－

３
３
３

－

３
２
１
０

　

熊
本
県
自
動
車
税
事
務
所

 

☎
０
９
６

－

３
６
８

－

４
０
２
０

募　

集

通
潤
橋
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

通
潤
橋
の
歴
史
や
魅
力
を
伝
え
る
活
動
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。
応
募
資
格
は
、
山
都
町
へ
の
地
元

愛
と
小
学
生
に
対
す
る
お
も
て
な
し
へ
の
情

熱
で
す
。
事
前
学
習
の
機
会
も
設
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

研
修　

第
１
回　
６
月
下
旬

　
　
　

第
２
回　
９
月
初
旬

案
内
期
間　

９
月
か
ら
11
月
の
平
日
５
〜
６
回

程
度

時
間　

各
小
学
校
１
校
あ
た
り
約
２
時
間
程
度

案
内
場
所　

円
形
分
水
、
通
潤
橋
、
白
糸
台
地

案
内
対
象
者　

県
下
小
学
校
４
年
生

費
用　

実
費
程
度
を
町
が
補
助
し
ま
す

問
合　

中
央
公
民
館 
☎
72

－

０
４
４
４

　
　
　

生
涯
学
習
課 
☎
72

－

０
４
４
３

講
演
・
講
習

甲
種
防
火
管
理
資
格
取
得
講
習
会

実
施
日　

　

６
月
23
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分

　
　
　

24
日　

午
前
９
時
〜
正
午

受
講
場
所　

御
船
町
大
字
辺
田
見
１
６
９

　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部
（
３
階
多
目

的
ホ
ー
ル
）

受
講
申
込　
５
月
16
日
〜
27
日
ま
で

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
はE-M

A
IL

で
の
み
受
け
付
け

ま
す
。（
会
場
の
都
合
に
よ
り
先
着
35
名
で

締
め
切
り
ま
す
。）

　

受
講
申
請
書
は
、
管
内
各
事
業
所
へ
案
内
文

と
併
せ
て
送
付
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
上
益

城
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
講
料　
４
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

※
受
講
当
日
に
徴
収
い
た
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、

緊
急
事
態
宣
言
ま
た
は
自
粛
要
請
な
ど
が
な

さ
れ
た
際
は
中
止
い
た
し
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問
合　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部 

予
防
指

導
課 

☎
０
９
６

－

２
８
２

－

１
９
６
３

有機ＪＡＳマーク
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　町では、県と協力して土砂災害から人命、身体を守るためのソフト対策の一つとして、土砂災害の危
険性が高い地域からの移転を支援する「土砂災害危険住宅移転促進事業」を創設しています。
　事業の概要等については次のとおりです。レッドゾーンからの住宅移転をお考えの際には、下記の問
い合わせ先までご相談ください。

 ◆ 土砂災害危険住宅移転促進事業とは？
　土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）内の住宅にお住いの方（賃貸を除く）の県内の安全な区域（イ
エローゾーン・レッドゾーン外）への移転を支援する事業です。移転元の住宅は原則的に解体撤去する
必要があります。（詳細は窓口にてお問合せ下さい）

 土砂災害警戒区域（イエローゾーン） 
　急傾斜地の崩壊などが発生した場合に、住民の生命または身体に危害が生じる恐れがあると認められ
る区域です。土砂災害警戒区域内では、土砂災害への警戒と安全な場所への早めの避難を心掛けて下さい。

 土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン） 
　急傾斜地の崩壊などが発生した場合に、建築物に損壊が生じ住民等の生命又は身体に著しい危害が生ず
る恐れがあると認められる区域です。特定開発行為に対する許可制、建築物の構造規制などが行われます。

土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）からの
住宅移転支援事業についてのお知らせ

保健だより　健康ほけん課　☎72-1295

福祉だより　福祉課　☎72-1229

 山都町子育てアプリ「だっこ」by母子モをご活用ください 
　町では子育てアプリ「だっこ」を導入しています。妊娠中からの健診記録や子どもの成長記録・予防
接種のスケジュール管理ができるスマートフォンアプリです。家族と共有もでき、地域や家族とのつな
がりの中で誰もが安心して妊娠・出産・子育てできるように支援します。お子さんのニックネームなど
で登録して無料で利用できますので、ぜひご活用ください。

■「だっこ」の主な内容
〇山都町からの子育て支援情報配信
　妊娠・出産や子育てに関するお知らせやイベント情報を受け取ることができます。
〇予防接種のスケジュール管理
　複雑な予防接種のスケジュール管理が簡単にできます。
　子どもの生年月日と予防接種履歴を登録するだけで次に接種できるワクチンと最適な接種期間を自動
で算出し、予定日が近づくと事前にお知らせします。
〇妊娠中の体調管理
　妊婦健診や歯科検診の結果を記録したり、妊娠中の体重を自動でグラフ化し、管理することができます。
〇子どもの成長記録
　子どもの体重を自動でグラフ化する「身体発育曲線」など日々成長する子どもの記録を残すことがで
きます。

 介護保険の制度 ～サービスの種類～ 
　前号にて、サービスを利用するための手順をご紹介しましたが、今号ではサービスの種類と費用の目
安についてご紹介します。

■自宅での家事や介護の手助けがほしいときは？
訪問介護 /訪問型サービス・・・ホームヘルパーなどに訪問してもらい、入浴・排せつ・食事の世話などの「身
体介護」や、調理・洗濯などの「生活援助」を受けます。なお、利用者本人だけを対象としたサービ
スであり、利用者本人が生活を送るうえで日常的に必要ではない行為（庭の草むしり・家族の分の食
事の準備など）は対象になりません。
　「要介護 1～ 5」の認定を受けた方が訪問介護を受
けることができます。
　「要支援 1～ 2」の認定を受けた方や介護予防・生
活支援サービス事業対象者は「訪問型サービス」と
いう形でサービスを利用できますが、身体介護では
なく生活援助が中心となり、回数にも制限があります。

■外に出て介護やリハビリを受けたり、みんなと交流したいときは？
通所介護 /通所型サービス、通所リハビリテーション・・・通所介護施設・介護老人施設・病院などで、
食事・入浴などの日常生活上の支援や機能訓練、リ
ハビリテーションを日帰りで利用できます。
　「要支援 1～ 2」の認定を受けた方や介護予防・
生活支援サービス事業対象者は「通所型サービス」
を利用できますが、利用回数に制限があります。

内容 利用時間など 利用者負担の目安
（1割の場合）

身体介護が
中心

30分以上 1時間
未満の場合 396円

生活援助が
中心 45分以上の場合 225円

内容 介護度 利用者負担の目安
（１割の場合）

7時間以上
8時間未満
の場合

要介護 1 655円

要介護 5 1,142 円

問合せ先　レッドゾーンからの住宅移転をお考えの際は、下記問い合わせ先までご相談ください。
　　　　　建設課　☎ 72-1145
　　　　　熊本県　砂防課　防災管理班　　　☎ 096-333-2553　土砂災害危険住宅移転事業
　　　　　熊本県　建築課建築物安全推進室　☎ 096-333-2535　がけ地近接等危険住宅移転事業

熊本県住宅移転 検索

　移転費用の最高３００万円を補助します。

※熊本県HP　「土砂災害情報マップ」で身の回りの土砂災害
警戒区域等の位置や範囲が確認できます。

土砂災害情報マップ

http://sabo.kiken.pref.kumamoto.jp/website/sabo/index.html

〈要介護１～５の人の場合〉

〈通常規模の通所介護利用の場合〉
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やまと文化の森だより
　　　　　　　　　　※新型コロナウイルス感染症の状況により、内容が変更になる場合があります。

好評開催中‼　（最終日は 15：00までの展示です）
５月の展示（～ 5/29）【併設展示】
〇第２回「スクラップアート」藤川道博作品展
　自転車やバイク、農機具などの使われなくなった
さまざまな鉄材部品を使って作られる「スクラップ
アート」昨年に引き続き第２回目の開催です。

〇 6/2～ 6/30　九州脊梁の山と星の写真展＆アウトドア展
　九州脊梁の美しい写真の数々が並ぶほか、キャン
プベースも設営されます。
〇 6/5　山を星を語るトークショー
　15：00～　定員50名　（雨天順延）
　入場無料です。詳しくはご連絡下さい。

問合せ先　やまと文化の森　山都町下市 16番地　☎ 72-9400　開館時間 9:00 ～ 17:00　入館無料
　　　　　休 館 日　毎週月曜日（月曜日が祝日または振替休日の場合は次の平日）、年末年始など

企画展のご案内

 ～事務局紹介～ 
　担当3年目となりました事務局の坂元と申します。よろしくお願いいたします。
　ご成婚された方、交流会参加後に交際をスタートされた方など、みなさまの記
念すべき日、出会いの場に立ち会うことができ、大変嬉しく感じております。
　今後も、集落支援員の𠮷田さん、6名の結婚相談員さんと協力をしながら、参
加者の出会いのきっかけづくりやサポートができればと思います。
　私たち事務局は、参加される皆様の真剣な思いに少しでも力になれるようにと活
動しています。登録を迷われている方など、ぜひこの機会に登録してみませんか？
　みなさまのご登録・ご参加お待ちしています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会員登録はこちらから→

　事務局の𠮷田です。結婚対策事業YOU&YOUも活動開始から 17年目となりました。この数年、新
型コロナウイルス感染症の発生に伴い、イベントの開催ができない状況の中、通算「42組目」のご夫
婦が誕生しました。心からお祝いを申し上げます。
　出会いを待つ方がいるからこそ、この活動の意味があります。終わりの見えないコロナ禍ではありま
すが、出会いを待つ方々のために、「個人紹介」に力を入れているところです。
　誰にも知られることなく紹介することができます。登録に迷いのある方、不安な方・・・楽しく出会
いを探しましょう。あなたの一歩をお待ちしております。

YOU&YOU通信　vol.176

問合せ先 YOU&YOU事務局（山の都創造課内）坂元・𠮷田
　　　　 【電 話 番 号】72-1158【専 用 電 話】090-9565-9589
　　　　 【専用アドレス】marriage.support@town.kumamoto-yamato.lg.jp

人
権
作
文
の
紹
介
（
令
和
三
年
度
）

　

今
月
は
、
清
和
中
学
校
三
年
（
当
時
）

藤
澤
遥
陽
さ
ん
の
作
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
人
権
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
」

　

私
は
今
ま
で
人
権
学
習
を
通
し
て
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
、
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
は
「
人
は
見
た

目
で
判
断
し
て
は
い
け
な
い
」「
決
め
つ

け
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
こ
れ
ら
を
聞
い
て
、
こ
う
い
う
学
習

を
し
て
い
る
の
に
差
別
や
偏
見
は
ど
う
し

て
な
く
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。
も
っ
と
人
と
比
べ
た
り
せ
ず
に
、
前

の
自
分
と
比
べ
て
自
分
を
高
め
て
い
け
る

と
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
自
分
を

高
め
る
た
め
に
、
も
っ
と
水
俣
病
や
ハ
ン

セ
ン
病
の
こ
と
で
起
き
た
差
別
に
つ
い
て

学
習
し
て
い
っ
て
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
考
え

て
い
き
た
い
で
す
。
水
俣
病
で
は
ま
ち

が
っ
た
情
報
が
流
れ
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
で

は
国
が
ハ
ン
セ
ン
病
看
者
を
か
く
離
し
た

り
し
た
か
ら
差
別
が
広
が
っ
た
ん
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
こ
と
か
ら
、
正
し

い
情
報
を
知
る
こ
と
、
正
し
い
対
応
を
す

る
こ
と
が
大
事
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

私
も
つ
い
人
を
見
た
目
で
判
断
し
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
の
で
そ
れ
だ
け
は
や
め
た

い
で
す
。
そ
し
て
校
長
先
生
が
話
さ
れ
た
、

職
業
で
偏
見
を
さ
れ
た
こ
と
に
は
と
て
も

腹
が
立
ち
ま
し
た
。
私
が
職
業
の
こ
と
で

何
か
言
わ
れ
た
ら
、
そ
の
人
の
考
え
を
正

し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

普
段
の
生
活
で
も
思
っ
た
こ
と
は
き
ち
ん

と
言
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

今
ま
で
人
権
学
習
が
あ
る
と
聞
く
と
め
ん

ど
う
く
さ
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
私
が
ま

だ
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で

自
分
か
ら
率
先
し
て
学
習
し
て
い
き
た
い

で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
人
権  
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誰
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で

　

侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
当
然
の
権
利

　

こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

令
和
四
年
度
5
・
23
差
別
を
な
く
す

山
都
地
区
集
会
の
中
止
に
つ
い
て

　

先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た

が
、「
５
・
23
差
別
を
な
く
す
山
都
地
区

集
会
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
、
本
年
度
も
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
集
会
は
、
部
落
差
別
が
凝
縮
さ
れ

た
狭
山
事
件
に
子
ど
も
も
大
人
も
共
に
学

び
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
や
地
域
社
会
に

お
け
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
現
実
と
向
き
合

い
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に

向
け
て
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
集
会
に
参
加
し
た
小
学
生
か

ら
は
、「
自
分
は
い
じ
め
が
あ
る
こ
と
に

気
づ
け
て
い
た
か
。
そ
の
時
、
自
分
は
、

見
て
い
る
立
場
、
い
じ
め
る
側
な
ど
、
ど

の
立
場
に
い
た
の
か
ふ
り
返
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
見
て
い
る
人
も
い
じ
め
て
い

る
人
と
同
じ
と
わ
か
り
ま
し
た
。」『「
自

分
が
闘
っ
て
な
い
と
差
別
は
見
え
な
い
。

差
別
が
な
く
な
る
ま
で
闘
う
」
と
身
の
周

り
の
差
別
に
気
付
い
て
い
き
ま
す
』
と
の

感
想
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

集
会
で
は
、
差
別
に
気
づ
き
、「
本
当

の
仲
間
を
増
や
そ
う
」、「
差
別
を
な
く
し

て
い
こ
う
」
と
心
か
ら
願
い
、
発
言
し
て

い
く
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
周
り
の
子

ど
も
た
ち
も
部
落
差
別
が
自
分
の
事
と
し

て
捉
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
と
お

し
て
、
大
人
も
、
部
落
問
題
と
自
分
と
の

か
か
わ
り
に
気
づ
い
て
い
く
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

第
23
回

５
・
23
差
別
を
な
く
す
集
会
よ
り

自
分
の
人
権
を
守
り

他
人
の
人
権
を
守
る

責
任
あ
る
行
動
を

©2010熊本県くまモン

和心フェス開催 !!（ステージイベントあり）
　日時　　5/22　10：00～ 16：00終了
　場所　　やまと文化の森駐車場広場
※書道ライブパフォーマンスや和太鼓の
演奏、ソラ屋出店、キッチンカーも出店
します。

YOU＆ YOU事務局

〇東　尚史の「書画作品展」
　人吉出身で書道家とし
て活動している東尚史の
作品展です。
　力強い書道の文字と書
画の一体化した作品をぜ
ひご覧ください。
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　4月 8日（金）入学式が行われ、食農科学科 20名、林業科学科８名、普
通科14名の総計42名の新入生を迎えました。式辞の中で真田校長は、「たっ
た一度しかない本校での青春を謳歌し、大いに学び、仲間と切磋琢磨して、
何事にもチャレンジしそれぞれの抱く大志に向かって一歩一歩、歩みを進め
てください」と新入生を激励しました。
　新入生を代表して井上　真希さん（矢部中出身）は、「矢部高校の生徒と
して自覚と誇りを持ちながら、責任ある行動を取っていきます。そして互い
に切磋琢磨できる関係を築いていきます」と誓いの言葉を述べてくれました。

　入学式の後にNPO法人「山都町を元気にする会」
が運営するやまと令和寮の入寮式が行われました。新
たに１年生６名が入寮し、３年生５名、２年生５名、
合計 16 名が寝食を共に生活することになりました。
なれない環境で最初は戸惑うことも多くあるかとおも
いますが、かけがえのない仲間と共に忍耐力や自己管
理能力、コミュニケーションスキルを培い、一生忘れ
ることのない貴重な３年間を過ごしてくれることと期
待しています。

　　　　　　　　　　校長あいさつ
　４月１日に矢部高等学校に赴任しました校長の真田　武と申します。
　爽やかな風と清流、そしてこの地のシンボルである通潤橋を有するまさしく山の都で、地域
のみなさまに多大なるご支援をいただいている本校に赴任できましたことを、大変うれしく
思っています。
　本校は、地域に根ざし、地域とともにある高等学校として、文部科学省「地域との協働によ
る高等学校教育改革推進事業（地域魅力化型）」アソシエイト校、熊本県の「スーパーグロー
カルハイスクール」「クリエイトハイスクール（地域課題解決型）」の指定を受け、食農科学科、
林業科学科、普通科の３学科それぞれの特色を生かして、地域に密着した探究的な学習に注力しています。今後とも、
山の都の唯一の高等学校として、山都町の皆様と連携して教育活動に邁進したいと考えております。皆様のご理解とご
協力をよろしくお願いします。
　また、本校では学校ホームページだけでなく、インスタグラムやフェイスブック、ツイッターなどのＳＮＳを活用して、
生徒の活躍や学校の取組などの情報発信にも力を入れています。是非、ご覧ください。

　矢部高校ホームページでは学校生活の様子を随時更新しています。また、Facebook、Twitter、Instagram
も是非ご覧ください。
矢部高校ホームページ　http:/sh.higo.ed.jp/yabesh/　　Facebook @yabe.highschool
　　　　　　　　　　　Twitter @yabehighschool　　　Instagram:@yabe_highschool

  入学式　～春爛漫！夢に向けて第一歩！～

ようこそ山都町へ！～やまと令和寮　入寮式～

熊本県立矢部高等学校 〒861-3515
上益城郡山都町城平954番地
電話：72-0024　fax：73-1030

新入生代表井上　真希さん

食農科学科 林業科学科 普通科

「山都町とホテル日航熊本との SDGs 連携に関する協定」を締結しました
　４月 22日、町は SDGs 推進に係る協定をホテル日航熊本と締結しました。
　本協定により有機農業を核とした取組を通じて、有機農産物の活用および販路の拡大並びに食育の充
実を図ります。

 SDGs の取り組みを募集します！
　町では、町民や地域、団体、事業所、学校等への SDGs の理解促進を図りながら、住民一人ひとりの
身近な取り組みへと繋げるために、皆様の取り組みを募集し、毎月優良事例として広報します。
　皆様の取り組みを町全体の取り組みへと広げ、そこから SDGs のゴールへと繋げましょう。
　この機会に広めたい取り組みや、団体・学校の PRを行ってはいかがでしょうか。

【応募要領】
　　　応募資格　　山都町に関わりのある方ならどなたでも（町民、地域、団体、事業所、学校など）
　　　　　　　　　※町外の事業所の方はお断りしています。
　　　募集内容　　ＳＤＧｓのゴールに繋がる取り組み
　　　　　　　　　例） 私の自治振興区では、資源ごみを回収し、町の集団回収事業を活用して活動

資金へ充てています。
　　　　　　　　　例）私の家では〇〇することで、週２回のごみ出しが週１回に減りました。
　　　募集期間　　随時
　　　応募様式　　 電子データにて提出される場合は町ホームページからダウンロード、若しくは下

記問合せ先へお尋ねください。
　　　応 募 先　　メール、ＦＡＸにて送信、若しくは下記問合せ先へご提出ください。
　　　　　　　　　メール：sdgs_suishin@town.kumamoto-yamato.lg.jp
　　　　　　　　　ＦＡＸ：72-1080

SDGs未来都市『山都町がつくる持続可能な世界』

問合せ先　　山の都創造課　☎ 72-1158

SDGs 未来都市山都町

　

　

　　
　　

　

調印式の様子：左からホテル日航熊本  川﨑社長　梅田町長 「ホテル日航熊本 山都ファーム」での鍬入れ式の様子
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季
節
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梶
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桂
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（
井
無
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）
作

や
ま
な
み
の
会
「
山
脈
」

野
焼
の
火
ひ
ろ
が
る
サ
イ
レ
ン
な
り
ひ
び
く

今
村　

芳
子

春
場
所
に
懸
け
る
力
士
の
心
意
気

岩
村
ヨ
シ
子

固
き
身
の
ほ
ぐ
れ
ゆ
く
か
な
春
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草
樹　
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催
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う
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き
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ロ
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な
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ぼ
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近
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前
髪
に
一
つ
カ
ラ
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ル
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恵
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前号の訂正とお詫びについて　図書館ボランティアの紹介について、お名前に誤りがございました。
（正）図書館ボランティア　和田　洋次郎　さん
（誤）図書館ボランティア　和田　洋二郎　さん
大変ご迷惑をおかけしました。謹んでお詫び申し上げます。

★山都町ホームページから、図書館のホームページにアクセスすると、
　最新の情報が確認できます。
　「かんたん検索」で、図書館にある本が探せます！※貸出しできな
 い資料もあります。

　昨年の図書館3館で、もっとも貸出しが多かった本をご紹介します。
　まだ読まれていない本がありますか？この機会にぜひどうぞ！

　令和3年度の図書館協議会が開かれました。協議会では、図書館利用状況が報告され、図書館ホー
ムページついての説明があり、多くの閲覧があり活用されていることが報告されました。また、「山都
町子ども読書推進計画」を作成するための、アンケート内容について協議が行われました。活発な意
見交換があり、有意義な協議会となりました。

開館日： 火曜日から金曜日（午前10時から午後6時）　土・日曜日（午前10時から午後5時）
休館日：月曜日・祝日・月末日・年末年始

●問い合わせ先　　本館　☎ 73－1616　　清和　☎82－3033　　蘇陽　☎73－2755

調査結果：「別冊現代農業 2022年 4月号農家が教えるタケノコづくし」農文協
国産メンマづくりなど加工の方法や、竹林の整備などを紹介されています。

質問：「たけのこの保存・調理方法が知りたい」

※状況によって巡回を中止する場合がございます。
　みなさまのご理解とご協力を宜しくお願い致します。

★令和4年6月のわくわく号運行予定★

蘇陽地区

6月 8 日(水) 馬見原公民館（午前11時30分～）　そよう病院（午後0時～）　馬見原保育園（午後2時～）
菅尾保育園（午後2時45分～）　二瀬本保育園（午後3時～）　蘇陽小学童蘇陽キッズ（午後3時15分～）

6月 9 日(木) 蘇陽南小学校（午後1時～）　そよ風の里ほたる（午後1時50分～）　はあとふる・けあふる（午後2時30～）

6月10日(金) 二瀬本コミュニティセンター（午前11時～）　蘇陽小学校（午後1時10分～）　まこと薬局駐車場（午後2時～）
蘇陽南小学童そよかぜ会（午後2時30分～）　おおのまなび舎Cafe（午後3時～）

　月　日 巡回場所・時間

6月14日(火) 緑川簡易郵便局（午前10時40分～）　清和支所（午後0時30分～）　清和中学校（午後1時10分～）
大川保育園（午後1時30分～）　清和学童（午後3時～）

6月15日(水) 山都消防署（午前10時～）　井無田診療所横（午前10時45分～）　原尻公民館（午前11時30分～）
清和小学校（午後1時～）　支援ハウス（午後1時40分～）　市野原（午後2時～）

清和地区
巡回場所・時間　月　日

6月17日(金)

文化の森（午前10時～）　山風華（午前10時45分～）　山都町役場（午後0時30分～）
浜町乳児保育園（午後1時30分～）　ライフライト矢部（午後2時～）　あおぞら・もやい（午後2時30分～）
富士ラーメン（午後3時～）

6月16日(木) 矢部小学校（午後1時～）

6月22日(水)

風ノ木（午前10時～）　浜美荘（午前10時35分～）　千寿苑（午後0時30分～）　大矢荘（午後1時15分～）
光露館（午後1時40分～）　彩雲苑（午後2時～）　金内保育園（午後2時20分～）

6月23日(木)

金内公民館（午前9時45分～）　中島西部瀬戸バス停（午前10時40分～）　中島南部体育館横（午前11時～）
矢部中学校（午後1時15分～）　白小野（午後2時～）　さくらんぼ愛園（午後2時20分～）
大地（午後2時40分～）

矢部地区
　月　日 巡回場所・時間

白鳥とコウモリ
東野圭吾　著
幻冬舎

おしりたんてい
シリーズ
トロル　絵・作
ポプラ社

ミステリと言う勿れ
田村由美　著
小学館

どんぐりむらの
どんぐりえん
なかやみわ　作
学研教育出版・
学研マーケティング

一般書1位 児童書1位 コミック1位絵本1位
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山の都地域しごとセンター通信 vol.51

山都町社会福祉協議会へ寄付ありがとうございます

～ 恒例の夜のいちご狩り移住者交流会 ～
　３月 25日、白小野のなかはた農園にて 16回目の移住者交流会を開催しま
した。この「夜のいちご狩り交流会」は毎年恒例となっており、大人気のイ
ベントです。参加者は約 60名と今までの交流会で一番多い参加者数でした。
子ども連れでの参加者も多く、いちご
のハウス内には賑やかな声が響いてい
ました。それぞれがいちごの味を楽し
みながら、今の状況や移住前の生活の
話などに花を咲かせました。山の都地
域しごとセンターでは、今後も移住者
同士の意見交換や懇親を目的に、地域
住民の方々も一緒に交流を図るイベン
トを開催していきます。
　空き家や移住・定住に関するお問い合わせは、お気軽にどうぞ。
 山の都地域しごとセンター ☎ 72-9111 e-mail:yamato.shigotocenter@machi-y.jp 

　今号から記事の構成やデザイン
を一部変更しています。お知らせの
ページでは、知りたい情報がすぐ見
つけられるよう「相談」や「助成・
支援」など記事の種類ごとに分類し
て掲載しました。今後もより分かり
やすい紙面を目指していきますの
で、どうぞよろしくお願いします。
 （澤村）
■いつでもスマホで「広報やまと」
　町の広報誌をはじめ、全国の広報
誌やイベントなどの情報がスマホ
で見ることができるアプリです。
※広告が表示されますが、各自治体
とは関係ありません。

編 集 後 記

　いただいた香典返し（寄付金）は地域福祉の活動に使わせていただいております。
　写真は 3月 29 日、千寿苑で開催された「民生委員児童委員協議会研修会」にて、合志市の民生委員
による講演の様子です。
　当日は合志市民生委員児童委員協議会会長の串下様より民生
委員活動についての講話、合志市社協の黒川様より合志市社協
の活動と民生委員との連携についての講話が行われました。
　民生委員活動の PR動画と活動に対する熱意が充分に伝わり、
参加者の方々も熱心に耳を傾けられていました。
　社会福祉協議会では民生委員児童委員の皆様と連携して地域
福祉活動を推進しています。

＜夜のいちご狩りを楽しむ移住者の方々＞

町
長
室
か
ら　

梅
田  

穰

　

４
月
１
日
よ
り
新
人
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員
を
迎

え
新
し
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制
の
中
で
業
務
を
始

め
ま
し
た
。
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熊
本
地
震
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来
中
止
し
て
い
ま
し
た
通

潤
橋
の
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上
通
行
を
、
有
料
で
は

あ
り
ま
す
が
再
開
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
９
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通
信
制
の

や
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開
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・
入
学
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
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学
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ま
す
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16
日
に
は
有
機
の
学
校
の

開
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。SD

G
s

を
進
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農
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者
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援
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拡
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て
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と
思
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す
。
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「
ホ
テ
ル
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航
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山
都

フ
ァ
ー
ム
」
開
設
に
関
す
る
連
携

協
定
の
調
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式
を
行
い
ま
し
た
。

永
年
に
亘
り
「
山
都
で
し
か
」
の

方
々
と
の
食
育
活
動
や
農
作
業
体

験
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
て
こ
ら

れ
た
賜
物
で
す
。SD
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s

を
進
め

る
山
都
町
と
し
て
嬉
し
い
限
り
で

あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
さ
ら
に
交

流
を
深
め
て
お
互
い
に
意
義
の
あ

る
事
業
に
発
展
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
コ
ロ
ナ

の
終
息
が
見
え
な
い
中
、
何
か
と

不
便
な
今
日
で
す
が
感
染
防
止
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

山都警察署・署協議会だより 熊本県警のホームページ
https：//www.pref.kumamoto.jp/police/
管内の犯罪・交通事故の発生状況、県警から
のお知らせ等が掲載中です。ＴＥＬ ７２－０１１０

春の山岳遭難の防止

清和文楽の里協会

定期公演

700円引き
・1,700円→1,000円に
・１枚で１会計まで
・チケット購入時に
　クーポン提示
令和４年６月30日まで有効

司法書士・土地家屋調査士・行政書士

田上彰事務所
☎72-2742

30分まで

相談料無料
一人で悩まないでご相談ください
・相談は要予約
・1枚で1回まで
・入店時にクーポン提示
令和４年６月30日まで有効

キリトリ線キリトリ線キリトリ線

道の駅そよ風パーク
レストラン マァム
そよ風物産館
ランチバイキング
200円引き

または物産館ソフトクリーム
50円引き

・１枚で大人４名様まで
　（※町民の方のみ限定）
・入店時にクーポンを提示
令和４年６月30日まで有効

道の駅通潤橋

物産館「虹の通潤館」

ソフトクリーム

50円引き
・１枚で１会計まで
・注文時にクーポン提示
・山都茶んソフトは
　クーポン券対象外
令和４年６月30日まで有効

１　余裕のある計画を立てていますか。
２　家族や知人に登山日程を連絡しましたか。
３　登山届の提出は済んでいますか。
４　気象情報を確認しましたか。
５　地図、コンパス、GPS、笛等を準備していますか。
６　食料品、飲料水は余分に用意していますか。
７　雨合羽、ライト、携帯電話、モバイルバッテリーを携行していますか。

１　QRコードにアクセス
２　画面に表示される送信先アドレスを選択
３　メール本文に必要事項を記載し送信
４　終了

※　県警ホームページからも登山届が提出できます。
※　熊本県内の山岳が対象です！！

登山前の安全チェック！！

携帯電話から簡単に登山届が提出ＯＫ！！

▶
通
潤
橋
渡
り
初
め

23 広報やまと 2022. ５月号 22広報やまと 2022. ５月号
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山都町行事予定表 （当番医）　　 （お知らせ）
（発行日）　　 （イベント）

　子育て支援センターおよび出張ひろばは
「ほっと一息つける場・交流の場・子育て相
談の場・情報提供の場」です。子育て中の方
ならどなたでもご利用いただけます。お気軽
にご利用ください。

〈申込み・問合せ先〉
山都町子育て支援センター

山都町城原162-7 （山都みらい保育園併設）
TEL＆FAX：0967-72-1928
開所時間  午前９時～午後４時

（土日・祝  休館）

４月の利用者数は 57組 113人でした！

日 月 火 水 木 金 土

子育て支援センター関連イベント
　マタニティ・子育て中の方が対象です。
　　 身体測定の日
　　 出張ひろば（清和）　午前10時～午後３時　清和保健センター
　　 出張ひろば（蘇陽）　午前10時～午後３時　蘇陽支所
　　 ベビマの日（予約不要） 場所：子育て支援センター、出張ひろば
　　  時間：午前10時30分～11時15分　予防接種後48時間以内はご遠慮ください。

5/12 13
消費生活相談／
役場本庁

14
中学校体育大会

15 山都町読書の日・
　　　ノーテレビデー
矢部広域病院／
☎ 72-1121
矢部高校体育大会

16 17 18 山都町いい歯の日
夜間窓口～ 19
時まで／本庁、
蘇陽支所

19 食育の日
１歳半健診／千
寿苑

20
消費生活相談／
役場本庁

21

22
瀬戸病院／　　
☎ 75-0111

23 24 25
口座振替日
農業委員会許可
申請期限日

26 27
消費生活相談／
役場本庁
乳児健診／千寿
苑

28

29
そよう病院／　
☎ 83-1122
休日窓口（午前
中）

30 31 6/1 あいさつ運動の日
行政相談／中央
公民館、役場各
支所

2
３歳児健診／千
寿苑

3
消費生活相談／
役場本庁

4

5
高田整形外科ク
リニック／　　
☎ 72-1007

6 7 8
夜間窓口～ 20
時まで／本庁、
清和支所
広報やまと発行日
２歳児歯科健診
／千寿苑

9 10
消費生活相談／
役場本庁
農業委員会総会
／清和支所

11

★★山山都都ののアアイイドドルル★★
～赤ちゃん訪問でこんにちは！～（３月生まれ）

松本  健
け ん と

永くん
（鶴ヶ田）

岩戸  櫻
さくら

ちゃん
（北中島）

３月生まれは４人です
・矢部地区３人　・清和地区１人
・蘇陽地区０人

町ホームページカレンダー
最新情報は町ホームページを
ご覧ください。

測測

ひ（清）
ひ（蘇）

ひ（清）

ひ（清）

ひ（清）

ひ（清）

ひ（蘇）

ひ（蘇）

ひ（蘇）

ひ（蘇）

　３月生まれ
は４人です。
　もう２人は
６月号に掲載
予定です。


